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本日の内容

• 大分大学教職大学院とは

• 研究目的と課題

• 実地研究における実践

• 効果的なコミュニティ・スクール構築のマネジメントに関する課
題と展望



大分大学教職大学院とは



• 「地域とともにある学校」への転換が求められている

• コミュニティ・スクールへの期待

これまでの「連携」と、
どう違うの？

どのような成果が
得られるの？



どのようにマネジメントすればよいか？
大林正史（2015）『学校運営協議会の導入による

学校教育の改善過程に関する研究』より

教員・委員の意識を高め、共同の教育活動
を創出し活発にしていく

協働

ソーシャル・キャピタル
の蓄積

学校改善



「共存的協働」の２つの特徴

志々田まなみ他（2015）『学校とともにある地域づくりを促す
「協働」に関する考察』より

①多様な特性を互いに尊重しながら関わりあえる

②活動をとおして、目的やビジョン、計画が次第に

共有される

教育に対する認識や価値が多様な
教員・保護者・住民の協働に有効



学校組織開発モデル

①教員の「効力感」と「指し手意識」による

内発的改善力の向上

②PDCAサイクルのそれぞれの過程における

情報交換等を行う場「コアシステム」の位置づけ

③「コアシステム」を支え、促進させる機能

「プロセス・ファシリテート機能」の活性化

佐古秀一（2011）『学校の組織特性をふまえた学校組織変革の基本モ
デル』より



実地研究～参与観察～

〇実習校 別府市立南小学校

※平成14年4月1日に、別府市立南小学校・別府市立

浜脇小学校の統合により開校。

〇実習期間 平成29年4月1日～12月20日

〇教育目標 本気で取り組む南っ子の育成

〇学級数 15学級 〇児童数 294名

〇教職員数 37名



実習校における
取組
●教員・委員の情報交換
の場（コア・システム)
→学校運営協議会、
運営委員会・三部会

●奉仕・支援によるリー
ダーシップと、他者貢
献感を高めるコミュニ
ケーション

●情報交換を活性化する
機能（プロセス・ファ
シリテート機能）
→管理職・主幹教諭、
運営委員会

●情報の精選・交換方法



家庭学習自己評価活動改善のプロセス

運営委員会

三部会（学習部）
自己評価カード様式変更、
保護者啓発文書作成・配付

学校運営協議会

家庭学習習慣
化の問題点

改善意見

目標時間達成率・宿
題実施率・評価カー
ド提出率のUP！



考察～新たな教育活動創発・改善を促すポイント～

①情報の取捨選択

・各プロセスのねらいに直結した情報

・学校・地域それぞれの文化や教育の在り様を相互理解で

きる情報

②教員・委員個々人への自律性支援

・学習機会の提供

・対話を促すコミュニケーション



考察～新たな教育活動創発・改善を促すポイント～

③情報を交換・交流する場（コア・システム）

・（管理職⇔委員）の直接交換・交流の場…学校運営協議会

（主任⇔委員）の間接交換・交流の場→運営委員会

・運営委員会と三部会をつなぎ連続させることで、三部会を

（教員⇔委員）の間接的な情報交換・交流の場と位置付ける

・資料回覧やアンケートなどによる情報収集も（教員⇔委員）の

間接的な交換・交流の場



④情報の交換・交流を促進・活性化する機能(プロセス・ファ

シリテート機能)

・管理職と主幹教諭

・三部会を活性化するミドルリーダーの動きを、引き出す、

支える

考察～新たな教育活動創発・改善を促すポイント～



考察～新たな教育活動創発・改善を促すポイント～



学校運営
協議会

運営
委員会 三部会

学校

地域
住民
保護者

誰が、どのように働きかけていけばよいのか？

？



効果的なコミュニティ・スクール構築の展望

地域学校
協働活動

学校運営
協議会

運営
委員会

三部会

学校

地域

コミュニティ・スクールの強み・弱み
〇制度的な強さ
▲活動実行機能が弱い

地域学校協働活動の強み・弱み
〇実践力
▲制度的に弱い、組織体として弱い

互いの強みを活かし、弱
みを補う連携の在り方を

検討していく



ご清聴、ありがとうございました


